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１ 研究の動機 
自転車通学をしている西高生の先輩から登下校時は常に向かい風を受けていることが多いと
いうことを聞いて興味を持った。それは、海陸風ではないかと思い調べてみようと思った。 
（海陸風とは） 
海洋は熱容量が大きく､陸地に比べて温度変化が少ない。そのため､日中は､太陽放射により､
陸地の温度の方が高くなり、地上付近の大気が上昇し、海岸付近では、海から陸に向かい海風
が吹く循環が生じる。夜間は、陸地の温度の方が低下して、陸風が吹く。循環の規模は海風よ
りも小さい。 

２ 研究の方法 
 (1) 西高にウェザーステーションを配置し、気温・風向を計測 
(2) 中島中央公園にデータロガーを配置 
(3) 熊本県水産研究センターの水温データ（小島沖）を入手 
(4) それぞれのデータを表計算ソフトに入力し、比較検討 
観測日（７月 16 日～８月８日、８月 28日～９月 28 日） 

３ 研究の結果 
表１ 海陸風と考えたことをまとめたもの    表２ 海陸風が起こる時間帯 

 
 
表３ 風向きが激しく変化している時間帯を 

まとめたもの 
４ 研究のまとめ 
・晴れの日は、海陸風の観測に適する。 
 （雨の日は、適さない） 
・海陸風については、風向きが変わり始める 
 時間帯と２地点の気温差の平均は次の① 
②の通り。 
① 海風 → 9：00～12：00 

（約 1.6 度の温度差） 
   ② 陸風 → 18：00～20：00 

又は 23：00～5：00 
（約 2.4 度の温度差） 

・表３にある風向きの急な変化の原因は前線 
 の影響であると考えられる。 
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